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【 戦 評 】 記載者氏名 笠原 宗太 （ 前橋高校 ）

新人戦決勝は、第９６回全国高校選手権を優勝した前橋育英高校と昨年１２月に高円宮杯プリンスリーグ関東へ昇格を果

たした桐生第一高校の戦いとなった。

前半、風上に立つ育英は優勝メンバーのFW⑪榎本を軸にドリブルとパスを組み合わせた攻撃で桐一陣内に入り込む。

対する桐一はMF㊺田中を中心としたパスの長短を使った攻撃でチャンスを窺う。その中、前半５分育英はCBのロングフィー

ドからFW⑳室井がディフェンスラインの裏に飛び出す。これに対して桐一GKがエリア外へ飛び出してスライディングを試みた

がファウルになり一発退場となる。数的有利となった育英は繰り返し桐一の背後を狙い好機を作り出すが、桐一の豊富な運

動量と体を張ったディフェンスで決定機まで持ち込ませない。防戦一方となる思われた桐一だが高い技術と推進力でチャン

スを作り出すが得点まで至らずスコアレスのまま前半が終了した。

後半に入り交代カード２枚使う育英だが先制したのは桐一となる。後半２分に右のCKから㊼中野が直接ヘディングで流し

込み１－０とする。後半２０分以降、育英は立て続けに決定機を作り出すがGKのファインセーブで守り切る。また桐一も㊺田

中のスルーパスからGKと１対１となるが追加点とならない。後半終盤にもゴールバーを２度叩く猛攻を仕掛けた育英だが、最

後まで体の張った桐一のゴールを割ることができず１－０で桐一が勝利した。

序盤から数的不利を強いられた桐一だが高い技術とハードワーク、組織力で数的不利を感じさせない質の高いサッカー

を展開した。敗れた育英も期待の持てる選手が多く、今後の両校の活躍に非常に期待の持てるゲーム内容であった。


